
報告会における参加者の皆さまからの質疑と答弁の一覧表  

 

番号 質疑内容 答弁内容 

１ 

JR 荒尾駅の西側・東側のアクセスを考えて欲しい。高

齢者への交通手段の問題も考えて欲しい。 

駅の入り口について、土地は購入していますが、その後進んでい

ません。（荒尾駅の地下には、熊本から鳥栖方面までを統括する

コンピューターが埋設されている関係もあり）エレベーターの

設置も現在の状況では厳しいです。南新地土地区画整理事業と

同時に考えていきたいと思っております。 

 

２ 

旧五中の問題。井手川地区には、保育園、小・中学校が

なくなった。万田、深瀬、倉掛の活性化を考えて欲しい。 

公共施設総合管理計画の中で検討していきます。 

３ 

平成 24年に南新地の件で、市に質問したがあいまいな

回答だった。本当に魅力のある荒尾にしたいのかが疑

問。 

東住吉や東屋形は民間で開発を行いました。南新地は 3 分の 1

が荒尾市の土地です。荒尾駅にも近く、定住人口 1040人を見

込んでいます。現在、地権者と話し合っている状況です。 

４ 

世界遺産が３つもあるので生かして欲しい。バスの乗降

口ステップの問題や駅のエレベーター設置の問題も考

えてもらいたい。 

障がい者、女性の問題として取り組んでいきます。世界遺産及び

荒尾干潟も含め活用できるよう市に要望していきます。 

５ 

南新地には、学校を誘致してほしい。荒尾を魅力あると

ころにしないと人が増えない。 

宮内地区に新しく出来ている区画には、大牟田から移住してく

る人の予約が入っていると聞いています。執行部に要望してい

きます。 



６ 

初めて参加した。もっと若い人たちの声を反映できるよ

うにしてほしい。若い人の相談会、意見交換会を開くべ

きだ。 

現市長の公約は、子育てにも重点を置いています。議会の各常任

委員会でも関係団体等との意見交換会を継続して行っていま

す。今後も続けていきます。 

７ 

荒尾市は市民ファーストとは思えない。市職員のレベル

が低い。市関連の資料に誤字が多い。荒炎祭 Tシャツ、

ウォーキングマップ、ゴミ袋等の問題がある。 

各々の課題を精査しながら取り組んでいきます。 

８ 

荒尾が発展できないのは、企業誘致がないから。荒尾の

地に住んでもらえるようにしなければならない。 

執行部に要望していきます。 

９ 

質問の前に資料がわかりづらい。文字が小さい。次の報

告会では改善願う 

 これからの荒尾市一つ一つの物事の要点を考えて大

事にしてほしい。熊本県は稼げる県、それにつながる荒

尾市のように財政の安定感を。人の動きに依存しすぎて

いる。生産性の展望を答えて欲しい。 

 

常に市政の発展を考えております。どうしたら住みやすい市に

していくか考えています。荒尾市は、義務的経費が約 210億円

の予算の中で半分以上です。その残りで教育・衛生等の事業をや

っていかなければなりません。4つの指標をみると、一見、荒尾

市は良さそうに見えますが、半分は義務的経費になっておりま

すので、優先順位を付けて議会も考えております。執行部にも予

算を考えて行ってもらいます様同じ要望をしておきます。 

１０ 

荒尾市老人クラブからの要望。高齢者の健康推進で春と

秋 250人ほど集まりグランドゴルフをしている。1コ

ート 50 人の 4 コート専用のグランドゴルフ場を作成

してほしい。玉名も長洲も和水もある。トイレも休憩所

もないので多目的広場ではなく専用のものをお願いす

る。 

要望として承らせていただきます。 



１１ 

ずいぶん昔の話になるが、南新地に代々土地を所有して

いたが、市から工場を作るため協力して欲しいとの要請

があったので、市に協力したら、競馬場になった。ちぐ

はぐな説明で南新地の土地売買が行われた。今回は、市

がきちんとするようしっかり監視してほしい。 

閑話休題、荒尾の子ども達は、生まれ育った自分の地域

で働いてほしいのが私の願いです。荒尾市に就学・就職

する人が少ない、地元に残って活躍してほしい。 

月田蒙さい先生は、孫文と同等の功績をあげられている

が、慰霊碑もない。記念碑など、いろんな場面で広めて

ほしい。 

 

教育委員会に検証をしてもらうように要望として伝えておきま

す。 

１２ 市民サービスセンターは近隣市町になく、非常に荒尾市

の発展に使用価値がある。荒尾市の東と南等に設置し拡

大してほしい。交通アクセスもよく、２１時まで業務を

行っている。収納・市民サービス等のサービス内容を拡

大してほしい。 

市民サービスセンターは機能拡張をしてまいりました。今後、機

能の拡充や拡張の要望がある事を執行部に伝えます。 

 


